
65　中世外宮の世界観

中
世
外
宮
の
世
界
観
─
高
宮
に
お
け
る
星
辰
世
界
と
生
命

─

馬
場

　
秀
幸

は
じ
め
に

　

中
世
の
伊
勢
神
宮
は
様
々
な
世
界
観
の
交
差
す
る
聖
地
で
あ
っ
た
。

伊
勢
神
道
の
大
成
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
度
会
家
行
（
一
二
五
六
～
一
三

五
一
）
は
『
類
聚
神
祇
本
源
』（
一
三
二
〇
年
成
立
）
の
中
で
既
存
の
神

道
書
等
を
類
聚
し
、
神
々
の
い
る
世
界
を
第
六
天
、
初
禅
天
、
二
禅

天
、
四
禅
天
、
非
々
想
天
に
整
理
し
、
神
道
玄
義
篇
に
お
い
て
「
神

位
に
よ
り
天
上
の
居
る
と
こ
ろ
区

ま
ち
ま
ちな

り
」
と
し
た（

（
（

。

　

当
時
す
で
に
神
々
の
世
界
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
た

訳
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
称
名
寺
に
伝
わ
る
伊
勢
曼
荼

羅
が
あ
る
。
伊
勢
神
宮
を
地
上
に
お
け
る
曼
荼
羅
世
界
と
し
て
表
現

し
た
も
の
で
、
初
期
両
部
神
道
書
で
あ
る
『
天
照
大
神
儀
軌
』
を
本

説
と
し
、
実
際
に
神
道
灌
頂
作
法
が
行
わ
れ
て
い
た（

（
（

。
こ
の
『
天
照

大
神
儀
軌
』
で
は
内
外
両
宮
の
神
々
を
冥
官
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

た
。

　

死
穢
を
禁
忌
と
す
る
伊
勢
神
宮
の
神
々
を
冥
界
の
存
在
と
す
る
こ

と
は
奇
異
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
冥
官
説
に
つ
い
て
は
伊
藤
聡
が

『
妙
覚
心
地
祭
文
』
の
影
響
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
伊
藤

は
我
々
の
心
に
内
在
す
る
神
の
観
念
を
論
じ
る
中
で
、『
妙
覚
心
地

祭
文
』
に
お
い
て
冥
衆
（
神
々
）
と
は
我
ら
の
心
中
に
宿
る
無
明
や

妄
想
が
変
じ
た
も
の
で
あ
り
、
神
の
本
身
は
本
覚
・
法
性
に
帰
し
、

こ
の
法
性
を
媒
介
に
し
て
我
々
の
妄
心
と
神
（
冥
衆
）
が
結
合
し
た

こ
と
、
そ
の
神
が
冥
官
と
し
て
衆
生
の
罪
を
算
計
す
る
こ
と
を
述
べ
、
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神
を
冥
官
と
す
る
説
は
こ
の
『
妙
覚
心
地
祭
文
』
に
想
を
得
た
も
の

と
す
る（

（
（

。
実
際
の
と
こ
ろ
『
天
照
大
神
儀
軌
』
で
は
内
宮
荒
祭
宮
を

閻
羅
法
王
、
外
宮
高
宮
を
泰
山
府
君
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
冥
官
説
と
伊
勢
神
道
の
内
在
神
説
は
密
接
に
関
わ
り

が
あ
る
。
神
道
五
部
書
の
ひ
と
つ
『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本

記
』
に
は
「
心
は
乃
ち
神
明
の
主
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
己
の
心
の

中
に
神
が
宿
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
道
家
思
想
の
影
響

で
、
本
来
は
精
神
の
意
味
で
あ
っ
た
神
を
神
祇
の
カ
ミ
と
再
解
釈
し
、

本
来
外
界
に
存
在
す
る
カ
ミ
が
人
の
内
部
に
宿
る
と
い
う
も
の
で
あ

る（
（
（

。

　

こ
こ
か
ら
『
天
照
大
神
儀
軌
』
を
基
に
し
た
曼
荼
羅
世
界
と
は
、

神
（
＝
冥
官
）
が
人
の
心
の
内
に
生
じ
る
と
い
う
観
念
に
立
脚
し
構

築
さ
れ
た
世
界
観
で
あ
る
と
言
え
る
。
儀
軌
や
曼
荼
羅
に
登
場
す
る

荒
祭
宮
や
高
宮
と
い
っ
た
神
々
は
あ
く
ま
で
冥
官
と
し
て
の
一
構
成

要
素
に
過
ぎ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　

伊
勢
神
宮
を
め
ぐ
る
世
界
観
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
の
が
、

元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
外
宮
高
宮
で
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
。

高
宮
の
社
殿
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
八
十
一
面
も
の
神
鏡
が
行
方
不

明
に
な
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
顚
末
に
つ
い
て
は
『
高
宮
盗
人
𨷻

入
怪
異
事
』『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
に
詳
し
く
、
伊
藤
聡
の
翻
刻

解
題
、
山
本
ひ
ろ
子
に
よ
る
研
究
が
あ
る（

（
（

。

　

そ
も
そ
も
高
宮
は
祭
神
を
外
宮
豊
受
大
神
の
荒
魂
、
あ
る
い
は
祓

戸
大
神
で
あ
る
伊
吹
戸
主
神
（
別
名
と
し
て
神
直
毘
神
）
と
す
る
古
社

で
あ
る
が
、
中
世
に
な
る
と
空
海
入
定
説
が
発
生
し
て
く
る
。
背
後

に
あ
る
高
倉
山
と
も
繫
が
り
が
あ
り
、『
沙
石
集
』
で
は
貞
慶
の
話

と
し
て
往
生
し
た
神
官
・
往
生
予
定
の
神
官
を
示
す
蓮
華
の
生
え
る

地
と
し
て
高
倉
山
を
表
現
し
て
い
る
。
伊
藤
は
こ
の
高
倉
山
を
兜
率

天
浄
土
に
比
定
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
伊
勢
神
宮
の
な
か
で
も
特

異
な
場
で
あ
る
高
宮
の
神
鏡
を
め
ぐ
っ
て
、
新
た
な
神
道
説
が
生
み

出
さ
れ
て
い
く
。

　

事
件
の
顚
末
を
記
し
た
当
該
資
料
は
度
会
雅
見
に
よ
っ
て
編
ま
れ

た
が
、
そ
の
背
後
に
は
外
宮
長
官
で
あ
り
伊
勢
神
道
の
大
成
者
の
ひ

と
り
で
あ
る
度
会
常
昌
（
一
二
六
三
～
一
三
三
九
）
が
い
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
資
料
と
は
新
た
な
神
道
説
の
構
築
が
目
的
で
あ

っ
た
。
雅
見
は
皇
字
沙
汰
事
件
の
際
、
度
会
行
忠
に
よ
っ
て
京
都
に

派
遣
さ
れ
て
お
り
、
伊
勢
神
道
形
成
に
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。

『
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
』
は
紛
失
事
件
の
注
進
状
で
あ
り
、
高
宮

と
そ
の
神
鏡
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
は
こ
の
注
進
状
に
付
随
し
て
作
製
さ
れ
、

常
昌
の
神
鏡
に
関
す
る
新
説
の
典
拠
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

両
書
と
も
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
五
月
以
降
に
執
筆
さ
れ
た
も
の

と
さ
れ
る（

（
（

。

　

そ
こ
で
本
稿
は
元
応
二
年
の
神
鏡
紛
失
の
顚
末
の
記
録
と
類
聚
さ

れ
た
資
料
群
に
着
目
し
、
度
会
常
昌
ら
が
高
宮
と
い
う
空
間
を
ど
の
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67　中世外宮の世界観

よ
う
な
世
界
観
に
再
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
『
天
照
大
神
儀
軌
』
を
基
に
し
た
曼
荼
羅
世
界
に
つ
い
て

の
研
究
は
な
さ
れ
て
き
た
が
、
元
応
二
年
の
事
件
を
め
ぐ
る
神
道
説

と
そ
の
世
界
観
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

　

方
法
と
し
て
『
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
』『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』

を
用
い
、
伊
勢
神
道
に
お
け
る
生
命
観
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
を
試

み
た
い
。
こ
こ
で
言
う
生
命
観
と
は
人
の
生
命
を
維
持
す
る
五
臓
神

と
、
そ
れ
に
よ
る
続
命
を
指
す
。
五
臓
神
と
は
木
火
土
金
水
の
五
行

に
肝
心
脾
肺
腎
の
五
臓
を
配
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
魂
神
意
魄
精
の
五

気
を
当
て
る
説
で
あ
る
。
五
行
の
気
が
身
体
を
流
動
す
る
こ
と
で
五

臓
に
魂
神
意
魄
精
が
宿
る
が
、
そ
の
気
が
身
体
に
留
ま
れ
ば
生
が
存

続
し
、
散
亡
す
れ
ば
死
に
至
る
。
本
稿
に
お
け
る
「
続
命
」
と
は
命

を
繫
ぐ
延
命
長
寿
の
こ
と
で
あ
る
。
清
浄
を
重
ん
じ
る
伊
勢
神
道
に

お
い
て
は
言
わ
ば
死
や
死
穢
の
対
極
に
あ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
生
命

観
と
し
て
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
五
臓
神
の
思
想
が
あ
る
。
こ
の

五
臓
神
説
は
『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』
な
ど
伊
勢
神
道
書

に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
先
の
内
在
神
の
考
え
と
も
関
連
す
る（

（
（

。　

　

先
に
曼
荼
羅
が
人
の
心
に
内
在
す
る
神
の
観
念
と
関
わ
っ
て
い
る

と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
元
応
二
年
の
神
鏡
を
め
ぐ
る
世
界
観
も
ま
た

伊
勢
神
道
の
生
命
観
と
関
わ
り
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

　

ま
た
高
宮
と
星
辰
信
仰
を
結
び
つ
け
る
要
因
と
し
て
高
宮
泰
山
府

君
説
が
あ
る
。
常
昌
は
醍
醐
寺
三
宝
院
流
に
関
わ
る
僧
た
ち
と
の
繫

が
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
泰
山
府
君
説
採
用
の
背
景
に
三
宝
院
流
の

影
響
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
含
め
検
討
し
た
い
。

一
、
高
宮
に
お
け
る
世
界
観
の
構
想

1
　
八
十
一
面
鏡
の
紛
失
と
鏡
を
め
ぐ
る
配
当
説

　

元
応
二
年
十
二
月
、
外
宮
高
宮
の
神
鏡
が
無
く
な
る
と
い
う
事
件

が
起
こ
っ
た
。『
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
』
で
は
事
件
の
顚
末
と
と

も
に
消
失
し
た
神
鏡
を
め
ぐ
る
怪
異
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
今
回

は
必
要
な
部
分
の
み
要
約
し
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　

高
宮
の
萱
葺
の
破
損
が
発
見
さ
れ
、
御
衾
二
帖
が
紛
失
し
て
い
た
。

禰
宜
た
ち
は
報
告
し
よ
う
に
も
触
穢
の
た
め
延
引
と
な
り
、
そ
の
後

殿
内
を
拝
見
す
る
と
、
御
鏡
筥
と
御
幣
筥
の
神
宝
が
な
く
な
っ
て
い

た
。
捜
索
に
よ
っ
て
八
十
一
面
の
神
鏡
の
う
ち
八
十
面
は
発
見
さ
れ

た
が
、
の
こ
り
一
面
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
翌
元
亨
元
年
三

月
、
一
禰
宜
度
会
常
昌
は
ほ
か
の
禰
宜
た
ち
を
伴
っ
て
入
洛
し
勅
問

を
受
け
た（

（
（

。

　

こ
の
一
件
で
着
目
し
た
い
の
は
八
十
一
面
も
の
神
鏡
を
め
ぐ
る
理

解
で
あ
る
。『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
で
は
編
者
で
あ
る
度
会
雅
見

の
問
い
に
対
し
て
、
常
昌
が
そ
の
配
当
説
を
答
え
て
い
る
。
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一
禰
宜
被
答
仰
云
、
尋
申
之
条
々
、
皆
以
為
秘
事
之
間
、
輙
雖

不
及
于
指
南
、
為
祠
官
之
一
分
、
貽
不
審
、
不
能
于
確
執
。
謂

彼
八
十
一
面
之
霊
鏡
者
、
七
曜
、
九
曜
、
廿
八
宿
、
卅
六
禽
、

都
合
八
十
面
也
。
此
外
加
今
一
面
、
為
八
十
一
面
。
於
彼
一
面

御
鏡
者
、
依
有
本
之
恐
、
無
左
右
不
及
于
顕
露
。
諸
星
囲
繞
之

故
、
在
于　

高
宮
之
殿
中
云
々
。
是
以
、
雅
見
、
云
諸
星
宿
曜

之
次
第
、
云
神
通
変
化
之
本
縁
、
披
神
道
神
一
之
秘
書
、
窺
内

証
外
用
之
元
始（

（1
（

。（
元
応
二
年
高
宮
御
事
）

　

八
十
一
面
の
霊
鏡
と
は
七
曜
・
九
曜
・
二
十
八
宿
・
三
十
六
禽
で

都
合
八
十
面
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
い
ま
一
面
を
加
え
て
八
十
一
面

と
す
る
。
か
の
一
面
の
鏡
は
も
と
よ
り
畏
怖
が
あ
る
た
め
明
ら
か
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
諸
星
が
周
遶
し
て
お
り
、
高
宮
の
殿
中
に

お
わ
し
ま
す
云
々
と
。

　

こ
の
八
十
一
面
も
の
神
鏡
の
な
か
で
畏
怖
の
対
象
で
あ
っ
た
一
面

の
鏡
の
こ
と
を
、
山
本
ひ
ろ
子
は
天

あ
め
の

鏡か
が
み

尊
が
鋳
造
し
た
「
天
鏡

（
＝
真ま

す
み
の

経
津
鏡か

が
み）」

と
す
る（

（1
（

。
常
昌
は
い
わ
ば
高
宮
の
空
間
が
霊
妙
で

畏
怖
の
対
象
で
あ
る
一
面
の
鏡
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
星
々
の
世
界

で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
訳
で
あ
る（

（1
（

。

　

常
昌
の
言
う
通
り
、
高
宮
の
空
間
が
星
々
を
散
り
ば
め
た
世
界
で

あ
る
の
な
ら
魅
惑
的
で
あ
る
。
た
だ
高
宮
を
星
辰
世
界
と
し
て
捉
え

る
説
は
、
元
応
二
年
の
事
件
以
前
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

2
　
真
経
津
鏡
と
生
命
観

　

そ
こ
で
八
十
一
面
の
鏡
が
織
り
な
す
世
界
観
の
特
質
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。
八
十
一
面
鏡
の
な
か
で
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た

真
経
津
鏡
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
生
命
と
い
う
視
点

か
ら
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

同
〔
大
田
命
伝
記
〕
曰
、

国
常
立
尊
所
化
神
、
以
天
津
御
量
事
、
地
輪
之
精
金
白
銅
撰

集
、
地
大
水
大
火
大
風
大
神
変
、
遍
和
合
給
比
天
、
三
才
相

応
之
三
面
真
経
津
宝
鏡
乎
鋳
造
表
給
倍
利
。
故
此
鋳
顕
神
名
、

曰
天
鏡
尊
。
尓
時
、
神
明
之
道
明
現
、
天
文
地
理
以
存
矣（

（1
（

。

�

（
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
）

　
『
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
』
な
ど
は
類
聚
と
い
う
手
段
を
取
っ
て

い
る
の
で
、
様
々
な
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
生
命
観

と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
こ
の
一
文
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
真
経
津

鏡
を
鋳
造
し
た
天
鏡
尊
は
国
常
立
尊
の
所
化
の
神
で
あ
る
。
地
輪
の

精
金
・
白
銅
を
選
り
す
ぐ
り
、
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
が
変
じ

て
和
合
し
、
三
才
相
応
の
真
経
津
鏡
三
面
を
鋳
造
し
た
。
空
大
が
欠

け
て
い
る
の
は
意
図
的
な
も
の
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

ま
た
資
料
で
は
天
鏡
尊
の
こ
と
を
国
常
立
尊
の
所
化
と
す
る
が
、

『
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
』
と
同
時
代
資
料
で
あ
る
度
会
家
行
の

『
神
道
簡
要
』
で
は
、「
或
は
天
御
中
主
の
所
化
と
載
す
。
国
常
立
と

天
御
中
主
と
は
同
体
異
名
」
と
し
て
お
り
諸
説
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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鏡
の
鋳
造
に
用
い
ら
れ
た
五
大
と
は
『
神
皇
実
録
』
な
ど
に
「
名

づ
け
て
五
大
魂
と
称
す
。
是
れ
中
府
の
蔵
に
坐
す
神
」
と
あ
る
よ
う

に
五
臓
神
の
思
想
が
背
景
に
あ
る
。
五
大
と
は
魂
な
ど
生
命
を
維
持

す
る
根
源
的
な
要
素
で
あ
っ
た
。
引
用
さ
れ
た
資
料
の
原
拠
で
あ
る

『
大
田
命
伝
記
（
伊
勢
二
所
皇
太
神
宮
御
鎮
座
伝
記
）』
と
『
神
皇
実
録
』

と
で
は
成
立
時
期
も
違
う
が
、
雅
見
は
類
聚
を
通
じ
て
真
経
津
鏡
を

根
源
的
な
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
た
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
次
に
述
べ
る
真
経
津
鏡
が
生
命
の
存
続

の
表
象
で
あ
る
こ
と
と
も
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。

神
皇
実
録
曰
、

天
鏡
尊
〈
独
化
神
。
大
津
水
鏡
神
三
坐
。
是
神
鏡
始
元
、
三

光
面
白
明
白
、
此
時
也
。〉

天
万
尊　

沫
蕩
尊

件
三
柱
神
者
、
天
御
中
主
神
出
現
之
時
、
三
魂
荒
魂
、
続

命
神
之
坐
。
亦
名
称
三
諦
明
神
也
云

（
（1
（

々
。

�

（
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
）

　

真
経
津
鏡
を
鋳
造
し
た
天
鏡
尊
た
ち
は
天
御
中
主
神
出
現
と
も
に

現
れ
た
三
魂
で
あ
り
荒
魂
で
あ
り
、
続
命
の
神
で
あ
る
と
い
う
。
こ

の
文
は
、『
神
道
簡
要
』
や
『
瑚
璉
集
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
重
視
さ
れ
た
文
言
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
天
鏡
尊
ら
は
続
命
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
真

経
津
鏡
が
生
命
を
維
持
す
る
五
大
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
真
経
津
鏡
と
は
天
鏡
尊
ら
の
続
命
性
を
表
象
す
る
存
在
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

3
　
高
宮
祭
神
の
続
命
性

　

続
命
と
い
う
生
命
観
は
真
経
津
鏡
が
祭
ら
れ
て
い
た
高
宮
の
神
々

に
も
共
通
す
る
性
質
で
あ
っ
た
。『
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
』
に
は

高
宮
祭
神
に
対
す
る
雅
見
の
意
見
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

此
外
社
記
等
、
不
遑
羅
縷
矣
。

就
之
思
之
、
本
朝
降
臨
之
帝
祖
者
、
皇
孫
尊
也
。〈
外
宮
相

殿
〉
皇
孫
尊
之
宗
祖
者
、
天
御
中
主
尊
也
。
天
御
中
主
尊
荒

魂
神
者
、
多
賀
宮
神
也
。
此
神
者
、
以
広
大
之
徳
、
普
施
度

之
。
故
号
多
賀
宮
。
以
慈
悲
之
恵
、
直
悪
之
故
、
称
神
直
日

神
。
尤
可
尊
尤
可
敬
者
、
此
神
也
。
凝　

叡
信
、
被
興
廃
、

専
宗
祭
、
被
継
絶
者
、
神
霊
豈
不
顕
、
明
徳
夫
不
至
乎（

（1
（

。

�

（
高
宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
）

　

雅
見
は
諸
書
を
引
用
し
た
後
、「
こ
の
外
、
社
記
な
ど
羅
縷
遑
あ

ら
ず
」
と
述
べ
、「
こ
れ
に
つ
い
て
思
う
に
」
と
自
説
を
展
開
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
多
賀
宮
（
高
宮
）
の
神
は
天
御
中
主
尊
の
荒
魂
の
神

で
あ
り
、「
慈
悲
の
恵
を
以
て
、
悪
を
直
す
故
、
神
直
日
神
と
も
称

す
」
と
あ
る
。
尚
、
当
該
文
は
『
氏
経
卿
記
録
』
度
会
常
良
本
部
分

の
「
別
書
云
」
に
も
見
ら
れ
る
。

　

外
宮
祭
神
豊
受
大
神
（
御
饌
都
神
）
は
伊
勢
神
道
書
に
お
い
て
天
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御
中
主
神
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
高
宮
は
古
く
か
ら
外
宮
の

荒
魂
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
高
宮
を
天
御
中
主

神
の
荒
魂
と
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
説
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
神
々
の
性
質
で
あ
る
。
伊
勢
神
道

書
で
は
こ
れ
ら
の
神
を
続
命
神
と
位
置
づ
け
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
例
と
し
て
度
会
家
行
の
『
神
道
簡
要
』
で
は
「
二
所
皇
太
神

宮
御
鎮
座
本
紀
曰
」
と
し
て
「
又
た
曰
く
。
…
…
名
を
天
御
中
主
神

と
曰
ふ
。
故
れ
千
変
万
化
し
、
一
水
の
徳
を
受
け
続
命
の
術
を
生
せ

り
。
故
れ
亦
た
御
饌
都
神
と
曰
ふ
」
と
引
い
て
お
り
、
天
御
中
主
神

と
御
饌
都
神
（
豊
受
大
神
）
は
続
命
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

た
。

　

ま
た
資
料
で
は
天
御
中
主
神
の
荒
魂
を
神
直
日
神
と
す
る
。
神
直

日
神
は
『
中
臣
祓
訓
解
』
で
は
気
吹
戸
主
神
で
あ
り
祓
戸
大
神
の
一

柱
で
あ
る
。
つ
ま
り
高
宮
な
ど
伊
勢
神
宮
の
神
々
は
罪
穢
を
祓
う
神

と
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。『
中
臣
祓
訓
解
』
は
高
宮
な
ど
の
神
々
を
挙
げ

「
上
件
の
明
神
等
は
、
冥
道
の
諸
神
な
り
。
…
…
死
の
穢
泥
を
洗
ふ
。

阿
字
本
性
の
故
、
長
寿
延
命
な
り
」
と
し
て
お
り
、
長
寿
延
命
の
効

験
を
高
宮
な
ど
冥
官
の
神
々
に
求
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
外
宮
荒
魂
説
や
神
直
日
神
説
は
新
た
な
説
で
は
な
い
も
の

の
、
高
宮
が
続
命
と
い
う
効
験
を
期
待
さ
れ
た
宮
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
れ
ら
高
宮
の
神
々
が
真
経
津
鏡
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
次
の
『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
に
引
か
れ
た
資
料

か
ら
分
か
る
。

天
地
麗
気
府
録
曰
、

摂
政
別
宮
多
賀
御
前
神
、
亦
名
泰
山
府
君
、
止
由
気
皇
太
神
荒

魂
也
。
亦
名
伊
吹
戸
主
神
也
。
御
霊
天
鏡
坐
。
神
宝
鏡
廿
二
面
、

竹
目
木
蔵
之
。
内
一
面
天
鏡
、
以
テ

レ

朱
ヲ
蔵
ス

レ

文
形
ヲ
也
。
左

右
各
一
合
四
十
四
鏡
ノ
表
也（

（1
（

。（
元
応
二
年
高
宮
御
事
）

　

両
部
神
道
書
の
『
天
地
麗
気
府
録
』
は
伊
勢
神
道
書
に
影
響
を
与

え
た
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
天
鏡
と
は
真
経
津
鏡
の
こ
と
で
あ
る
。

多
賀
御
前
神
の
ま
た
の
名
は
泰
山
府
君
で
あ
り
、
止
由
気
皇
太
神
の

荒
魂
で
あ
る
。
ま
た
の
名
は
伊
吹
戸
主
神
で
あ
る
。
そ
の
御
霊
は
天

鏡
（
真
経
津
鏡
）
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
外
宮
荒
魂
で
祓
の
神
で
あ
る

高
宮
の
神
は
続
命
の
性
質
を
帯
び
る
真
経
津
鏡
を
御
正
体
と
し
て
い

た
。
天
鏡
を
鋳
造
し
た
天
鏡
尊
た
ち
は
先
に
挙
げ
た
資
料
か
ら
天
御

中
主
神
出
現
の
際
、
と
も
に
出
現
し
た
神
々
で
あ
る
。
天
御
中
主
神

出
現
の
時
と
は
天
地
開
闢
の
時
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
経
津
鏡
と
は

天
地
開
闢
の
始
源
に
近
い
存
在
で
も
あ
っ
た
。
高
宮
と
は
こ
の
よ
う

な
生
命
力
あ
ふ
れ
る
空
間
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

4
　
度
会
氏
の
妙
見
菩
薩
信
仰
と
の
関
わ
り

　

こ
の
よ
う
な
真
経
津
鏡
を
中
心
に
、
高
宮
の
空
間
で
は
七
曜
、
九

曜
、
二
十
八
宿
、
三
十
六
禽
の
鏡
が
囲
遶
す
る
宿
曜
道
の
如
き
世
界

が
展
開
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
星
辰
世
界
は
ど
こ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
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の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
度
会
氏
の
妙
見
菩
薩
信
仰
で
あ

る
。

　

度
会
氏
の
妙
見
菩
薩
信
仰
は
岡
崎
妙
見
堂
の
ほ
か
、
祖
霊
祭
祀
の

場
で
あ
っ
た
山
宮
祭
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
山
本

ひ
ろ
子
の
研
究
に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
が（

（1
（

、
外
宮

高
倉
山
に
ま
つ
わ
る
所
説
を
類
聚
し
た
『
高
庫
蔵
等
秘
抄
』
に
そ
の

世
界
観
が
登
場
す
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
度
会
氏
二
門
の
氏
寺
で
あ

る
常
明
寺
僧
侶
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
伊
勢
神

道
形
成
に
関
わ
っ
た
度
会
行
忠
（
一
二
三
六
～
一
三
〇
六
）
が
関
与
し

て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
『
高
庫
蔵
等
秘
抄
』
に

は
妙
見
北
斗
尊
星
王
を
中
心
と
し
た
星
々
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

此
尊
之
変
化
之
星
者
、
名
曰
軸
星
。
所
居
之
宮
殿
、
名
之
曰
紫

微
宮
。
軸
星
者
国
王
也
。
故
名
之
曰
一
字
金
輪
也
。
諸
星
主
也
。

須
弥
頂
上
有
宮
殿
、
名
紫
微
宮
也
。
自
余
星
三
万
十
由
旬
那
下

在
之
。
宿
曜
、
此
金
輪
習
四
臂
不
動
。
亦
軸
星
・
付
星
・
七

星
・
九
曜
・
十
二
宮
・
廿
八
宿
・
卅
六
禽
・
天
五
行
日
月
五

星
・
地
五
行
木
火
土
金
水
五
大
也（

（2
（

。（
高
庫
蔵
等
秘
抄
）

　
「
此
尊
」
と
は
妙
見
北
斗
尊
星
王
の
こ
と
で
あ
る
。
妙
見
尊
星
王

の
変
化
し
た
星
を
軸
星
と
し
、
須
弥
山
山
頂
の
紫
微
宮
に
お
り
、
軸

星
の
付
星
と
し
て
七
星
・
九
曜
・
十
二
宮
・
二
十
八
宿
・
三
十
六

禽
・
天
の
五
行
で
あ
る
日
月
五
星
、
地
の
五
行
を
挙
げ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
祠
官
に
と
っ
て
身
近
な
妙
見
菩
薩
信
仰
に
拠
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
度
会
行
忠
の
時
代
に
は
す
で
に
度
会
氏
の
氏
族
信
仰
と

し
て
須
弥
山
を
軸
と
し
た
妙
見
菩
薩
の
世
界
観
が
描
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
『
高
庫
蔵
等
秘
抄
』
そ
の
も
の
か
ら
は
直
接
的
に
高
宮
あ
る

い
は
高
倉
山
を
須
弥
山
世
界
と
す
る
考
え
は
読
み
取
れ
な
い
。『
高

宮
盗
人
𨷻
入
怪
異
事
』『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
元
応
二
年
の
神
道
説
に
な
る
と
、
本
来
外

宮
荒
魂
で
あ
り
祓
の
神
を
祭
る
場
を
星
々
の
空
間
に
し
、
か
つ
伊
勢

神
道
の
生
命
観
の
象
徴
と
し
て
変
化
さ
せ
て
い
た
。

　

以
上
か
ら
元
応
二
年
の
事
件
と
展
開
さ
れ
た
新
説
と
は
、
高
宮
と

い
う
空
間
を
伊
勢
神
道
の
生
命
観
の
ひ
と
つ
で
あ
る
続
命
の
世
界
と

し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
効
験
や
祭
神
を
真
経
津
鏡
と
い
う
始
源
に
近

い
存
在
に
集
約
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
度
会
氏
の
妙
見
菩
薩

信
仰
を
加
え
る
こ
と
で
星
々
の
世
界
観
と
し
て
再
構
築
し
よ
う
と
し

た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
冥
官
説
を
背
景
と
し
た
曼
荼
羅
世
界
と
は
異

な
り
、
五
臓
神
説
を
基
底
と
し
た
続
命
と
い
う
生
命
観
に
よ
っ
て
解

釈
さ
れ
た
神
々
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
高
宮
泰
山
府
君
説
の
検
討

1
　
高
宮
と
泰
山
府
君

　

度
会
氏
の
妙
見
信
仰
と
高
宮
を
結
び
つ
け
た
要
因
と
し
て
考
え
ら
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れ
る
の
は
泰
山
府
君
の
存
在
で
あ
る
。
高
宮
と
泰
山
府
君
の
関
係
は

『
天
照
大
神
儀
軌
』
や
『
中
臣
祓
訓
解
』
よ
り
始
ま
り
、
高
宮
の
気

吹
戸
主
神
は
泰
山
府
君
と
結
び
つ
い
た
。
泰
山
府
君
と
祓
の
結
び
つ

き
は
お
そ
ら
く
早
い
段
階
か
ら
進
行
し
て
お
り
、
天
仁
二
年
（
一
一

〇
九
）
六
月
に
は
六
月
祓
に
続
け
て
泰
山
府
君
祭
が
行
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
高
宮
を
泰
山
府
君
と
す
る
説
は
伊
勢
神
道
書
の
な

か
で
積
極
的
に
受
容
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
神
道
五
部
書
に
受
け

継
が
れ
た
も
の
の
、
管
見
の
限
り
で
は
そ
の
他
わ
ず
か
に
『
類
聚
神

祇
本
源
』
で
引
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
で
は
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。『
天
地
麗
気
府
録
』
を
引
い
て
摂
政
別
宮
で
あ
る
多

賀
御
前
神
は
ま
た
の
名
を
泰
山
府
君
と
い
い
、
止
由
気
皇
太
神
の
荒

魂
で
、
ま
た
の
名
を
伊
吹
戸
主
神
で
あ
り
、
そ
の
御
霊
は
天
鏡
に
坐

す
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
既
出
で
あ
る
の
で

割
愛
す
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
元
応
二
年
の
神
鏡
紛
失
を
め
ぐ
る

神
道
説
の
形
成
上
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

泰
山
府
君
と
は
冥
府
に
あ
っ
て
は
死
者
の
戸
籍
を
管
理
す
る
神
で
、

安
倍
晴
明
よ
り
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
泰
山
府
君
祭
は
、
こ
の
死
籍
を

書
き
換
え
て
も
ら
う
こ
と
で
延
命
長
寿
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

祭
祀
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
末
期
に
な
る
と
泰
山
府
君
は
寿
命
を
管

理
す
る
神
か
ら
個
人
的
な
欲
望
を
充
足
し
て
く
れ
る
神
、
個
人
救
済

の
神
へ
と
変
化
す
る
。
ま
た
泰
山
府
君
は
北
斗
七
星
と
も
結
び
つ
い

た
が
、
こ
れ
は
『
捜
神
記
』
に
お
い
て
北
斗
は
死
を
司
り
南
斗
は
生

を
司
る
と
い
う
思
想
が
背
景
に
あ
る（

（2
（

。

　

泰
山
府
君
を
北
斗
七
星
と
す
る
説
と
度
会
氏
の
妙
見
信
仰
が
結
び

つ
き
、
高
宮
が
星
辰
世
界
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
問
題
は
泰
山
府
君
説
が
高
宮
の
世
界

観
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
改
め
て
『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
に
お
け
る
泰
山
府
君
の

記
述
を
見
て
み
た
い
。
そ
の
中
の
「
高
宮
殿
中
霊
鏡
事
」
で
は
朱
筆

で
「
秘
書
」
を
引
用
し
て
泰
山
府
君
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
、
高
宮
殿
中
霊
鏡
事
〈
秘
書
云
、
夫
以
、
泰
山
府
君
、
或
ハ

居コ
シ
テ二

東
方
ニ
。
而
為
タ
リ

二

万
物
之
首シ

ユ

。
或
ハ
参
テ

二

北
辰
而
為

タ
リ

二

群
霊
之
長
。
運ウ

ム

之ノ

増
長
、
莫ナ

シ
三

不
二

依
其
冥
察
。
命メ

イ

之ノ

巡

寄
。
莫ナ

シ
三

非
ア
ラ
ス
ト二

其
扶フ

持チ
ニ

云
（
（2
（

々
。〉（
元
応
二
年
高
宮
御
事
）

　

泰
山
府
君
は
東
方
に
い
て
万
物
の
首
と
な
り
、
あ
る
い
は
北
辰
と

な
っ
て
は
群
霊
の
長
と
な
る
と
い
う
。

　

こ
の
泰
山
府
君
説
と
関
わ
り
の
あ
る
の
が
『
五
行
大
義
』
の
傍
書

と
し
て
引
か
れ
た
朱
筆
の
「
北
辰
妙
見
尊
王
菩
薩
陀
羅
尼
経
」
の
一

文
で
あ
る
。

五
行
大
義
云
、

九
宮
者
、
上
ニ
ハ
分
二

於
天
、
下
ニ
ハ
別
二

於
地
ニ
、
各
以
二

九
位
ヲ
、

天
ニ
ハ
二
十
八
宿
。
北
斗
九
星
云
々
。
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〈
北
辰
妙
見
尊
王
菩
薩
陀
羅
経
云
、
尓ソ

ノ

時ト
キ

妙
見
菩
薩
白

マ
ウ
シ
テ二

仏
ニ

言
マ
ウ
サ
ク、

我
ハ
北
辰
菩
薩
ナ
リ
。
名
ヲ
曰イ

ウ
二

妙
見
ト
。
今
欲オ

モ
ウ下

説ト
キ

神
呪
ヲ
、�

擁ヲ
ウ

護コ
シ

国
土
ヲ
、
所
作
甚

ハ
ナ
ハ
ダ

奇キ

特ト
ク

ナ
リ
。
故
ハ
ト
名
テ
曰イ

ウ
二

妙
見
ト
。

処シ
ヨ

シ
テ

二

於
閻
浮
提
ニ
、
衆
星
ノ
中
ノ
最
勝
ナ
リ
。
神
仙
ノ
中
ノ
仙�

ナ
リ
。
菩
薩
之
大
将
也
。
上
位
ヲ
ハ
名
ク

二

一
字
金
輪
尊
星
王
。
中テ

ウ

位イ

ヲ
ハ
名
ク

二

北
辰
妙
見
尊
星
。
下
位
ヲ
ハ
名
ク

二

泰
山
府
君
ト
也
。

北
辰
、
妙
見
、
泰
山
府
君
、
異
名
同
体
也
。
北
斗
者
七
星
ノ
之

異
名
也
。
北
者
七
星
、
居
二

北
方
。
斗
者
七
星
羅
列
之
形
。
似
二

大
国
ノ
斗
ニ
。
故
ニ
名
ク

二

北
斗
ト

（
（2
（

。〉（
元
応
二
年
高
宮
御
事
）

　
「
北
辰
妙
見
尊
王
菩
薩
陀
羅
尼
経
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
そ

の
時
妙
見
菩
薩
は
仏
に
話
さ
れ
た
。
私
は
北
辰
菩
薩
で
あ
り
、
名
を

妙
見
と
い
う
。
い
ま
私
は
神
呪
を
説
き
国
土
を
擁
護
し
よ
う
と
思
う
。

そ
の
所
作
は
は
な
は
だ
奇
特
で
あ
る
。
ゆ
え
に
名
を
妙
見
と
い
う
。

閻
浮
提
を
処
す
る
こ
と
衆
星
の
中
で
は
最
勝
で
あ
る
。
神
仙
の
中
の

神
仙
、
菩
薩
の
大
将
で
あ
る
。
上
位
の
名
は
一
字
金
輪
尊
星
王
、
中

位
の
名
は
北
辰
妙
見
尊
星
、
下
位
の
名
は
泰
山
府
君
で
あ
る
。
北

辰
・
妙
見
・
泰
山
府
君
は
異
名
同
体
で
あ
る
。
北
斗
と
は
七
星
の
異

名
。
北
は
七
星
で
あ
り
北
方
に
居
る
。
斗
は
七
星
羅
列
の
形
で
あ
る
。

大
国
の
斗
に
似
る
。
ゆ
え
に
名
を
北
斗
と
い
う
。

　
「
北
辰
妙
見
尊
王
菩
薩
陀
羅
尼
経
」
と
は
『
七
仏
八
菩
薩
所
説
大

陀
羅
尼
神
呪
経
』
巻
第
二
の
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
妙
見
菩
薩
信

仰
の
根
本
経
典
と
さ
れ
、
道
教
・
神
仙
説
の
影
響
が
強
い
。
内
容
と

し
て
七
仏
八
菩
薩
、
諸
天
王
、
龍
王
な
ど
の
陀
羅
尼
を
挙
げ
て
い
る
。

『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
引
用
の
箇
所
は
北
辰
菩
薩
に
関
わ
る
箇
所

で
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
は
真
福
寺
本
に
も
見
ら
れ
、
早
い
段
階
か
制
作
当

初
か
ら
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
改
め
て
『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
引
用
の
「
陀
羅
尼
経
」

を
見
る
と
、
前
半
イ
の
部
分
は
妙
見
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
述
べ
、

後
半
ロ
の
部
分
は
一
字
金
輪
・
北
辰
妙
見
尊
星
・
泰
山
府
君
同
体
説

を
述
べ
る
。
こ
の
後
半
は
「
神
呪
経
」
に
は
な
い
文
章
で
あ
り
、
こ

こ
に
妙
見
菩
薩
と
高
宮
の
泰
山
府
君
を
結
び
つ
け
る
意
図
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
一
字
金
輪
―
北
辰
妙
見
尊
星
―
泰
山
府
君
と
い
う

軸
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
高
宮
の
泰
山
府
君
説
と
合
わ
せ
て
考
え

る
と
、
高
宮
と
は
地
上
世
界
に
お
け
る
北
辰
妙
見
尊
星
が
い
る
場
で

あ
り
、
軸
の
下
位
に
あ
た
る
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
先
に
取
り
上
げ
た
『
高
庫
蔵
等
秘
抄
』
で
は
妙
見
信
仰
に
つ

い
て
一
字
金
輪
と
の
結
び
つ
き
を
挙
げ
て
お
り
、
後
半
ロ
は
度
会
氏

の
妙
見
信
仰
の
影
響
下
で
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
で
も
高
宮
を
一
字
金
輪
―
北
辰
妙
見
尊
星

―
泰
山
府
君
と
い
う
軸
を
中
心
に
星
々
が
囲
繞
す
る
須
弥
山
世
界
と

し
て
再
構
築
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
北
辰
や
泰
山
府
君
は
人
の
寿
命
を

左
右
す
る
。
外
宮
祭
神
の
荒
魂
、
真
経
津
鏡
を
鋳
造
し
た
天
鏡
尊
と

の
関
わ
り
、
伊
勢
流
祓
の
効
験
か
ら
高
宮
と
は
続
命
と
関
わ
り
の
あ

イ

ロ
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る
宮
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
が
度
会
氏
の
妙
見
信
仰
を
軸
に
再

構
築
さ
れ
た
と
言
え
る
。

2
　
三
宝
院
流
と
の
つ
な
が
り

　

と
こ
ろ
で
こ
の
『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
に
引
か
れ
た
「
神
呪

経
」
は
ど
こ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
神
呪
経
」
そ

の
も
の
は
早
い
段
階
か
ら
広
ま
っ
て
い
た
の
で
、
妙
見
菩
薩
を
信
仰

す
る
度
会
氏
に
と
っ
て
入
手
し
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿

で
は
醍
醐
寺
三
宝
院
流
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
み
た
い（

（2
（

。

　

す
で
に
先
学
た
ち
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
常
昌
周
辺
に
は

三
宝
院
流
の
道
順
と
関
わ
り
の
あ
る
治
部
律
師
や
智
円
、
智
円
と
つ

な
が
り
の
あ
る
西
大
寺
流
の
覚
乗
が
い
た
。
そ
の
智
円
の
『
鼻
帰

書
』（
一
三
二
四
年
成
立
）、
覚
乗
の
『
天
照
大
神
口
決
』（
一
三
二
七
年

成
立
）
に
は
神
宮
の
神
宝
図
に
つ
い
て
の
神
道
説
が
あ
る
。

　

神
宝
図
と
は
常
昌
が
神
鏡
紛
失
の
解
状
を
奏
上
す
る
た
め
入
洛
し

た
際
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
示
さ
れ
た
絵
図
を
書
写
し
て
持
ち
帰
っ
た

も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
常
昌
は
外
宮
と
関
わ
り
の
深
い
世
義
寺

の
治
部
律
師
に
絵
図
を
与
え
て
い
る
。
治
部
律
師
自
身
は
醍
醐
寺
座

主
道
順
が
世
義
寺
に
帯
在
し
た
お
り
即
位
灌
頂
を
受
け
て
お
り
、
三

宝
院
流
に
属
す
る
僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
神
宝
図
と
は

常
昌
と
治
部
律
師
に
よ
っ
て
創
案
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（2
（

。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
八
十
一
面
鏡
の
話
も
神
宝
図
と
同
じ
く
常

昌
の
意
図
に
よ
る
創
作
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
伊
藤
聡
も
『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
と
い
う
資
料
そ
の
も
の
が
八

十
一
面
鏡
と
い
う
「
新
説
」
の
典
拠
を
整
え
る
べ
く
撰
述
さ
れ
た
も

の
と
推
測
し
て
い
る（

（2
（

。

　

そ
こ
で
改
め
て
三
宝
院
流
に
お
け
る
「
神
呪
経
」
の
扱
い
に
つ
い

て
見
た
場
合
、
成
賢
（
一
一
六
二
～
一
二
三
一
）
の
『
薄
双
紙
二
重
』

第
八
で
は
「
北
辰
菩
薩
別
行
法
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。

北
辰
菩
薩
別
行
法
云
。
北
辰
菩
薩
名
曰
二

妙
見
。
擁
二

護
諸
国

土
。一
所
作
甚
奇
特
故
名
曰
二

妙
見
。一
在
二

於
閻
浮
提
衆
星
中
一

最

勝
。
神
仙
之
中
仙
菩
薩
之
大
将（

（2
（

。（
薄
双
紙
二
重 

第
八
）

　

頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
『
薄
草
子
口
決
』
巻
第
十
七
で

は
「
北
極
北
辰
是
北
斗
歟
如
何
」
と
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て

「
神
呪
経
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
そ
の
ほ
か
頼
瑜
の
『
秘
鈔
問
答
』

な
ど
に
も
「
神
呪
経
」
が
見
ら
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
箇
所
が
引
用
さ
れ
て

お
り
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

尋
云
。
北
極
北
辰
是
北
斗
歟
如
何　

答
。
…
…

又
七
仏
所
説
神
呪
経
云
。
我
北
辰
菩
薩
名
云
二

妙
見
。一
今
欲
下

説
二

神
呪
一

擁
中

護
諸
国
土
上

所
作
甚
奇
特
故
名
云
二

妙
見
一
文　

既

妙
見
云
二

北
辰
。一
尊
星
王
非
二

北
斗
一

故
。
或
云
二

北
極
一

者
紫
微

宮
五
星
随
一
也
云
云　

此
説
又
非
二

北
斗
一

歟（
（3
（

。（
薄
草
子
口
決 

第

十
七
）
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75　中世外宮の世界観

　

こ
こ
か
ら
『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』「
神
呪
経
」
の
一
節
は
三
宝

院
流
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
決
定
的
な
決
め
手
に
欠

け
、
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
す
る
に
留
め
た
い
。

3
　
冥
府
の
性
質

　

泰
山
府
君
と
は
冥
界
の
神
で
あ
る
。
な
ら
ば
高
宮
は
冥
界
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
否
で
あ

る
。
確
か
に
泰
山
府
君
は
冥
界
に
お
い
て
死
籍
を
管
理
す
る
神
で
あ

る
が
、
伊
勢
流
祓
に
お
い
て
は
罪
穢
を
消
除
す
る
神
と
し
て
、
伊
勢

神
道
で
は
続
命
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
。
冥

界
の
神
で
は
あ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
現
世
に
お
け
る
生
の
存
続
に
力

点
が
置
か
れ
て
い
る
。
死
穢
を
禁
忌
と
す
る
伊
勢
神
道
に
お
い
て
神

の
い
る
空
間
を
冥
界
と
す
る
思
考
は
入
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
問
題
と
類
似
す
る
も
の
に
、
常
昌
の
『
大
神
宮
両
宮
之
御

事
』
所
載
の
一
文
が
あ
る
。
内
宮
荒
祭
宮
の
前
に
あ
る
谷
地
を
地
獄

谷
と
す
る
説
で
あ
る（

（3
（

。
一
見
す
る
と
荒
祭
宮
が
冥
界
と
関
わ
り
の
あ

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
こ
に
は
高
宮
の
泰
山
府
君
説
と
似
た
ロ
ジ

ッ
ク
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
心
ノ
御ヲ

ン

柱
ノ
事
。
替
ヘ
マ
イ
ラ
ス
ル
時
ハ
物
忌
ノ
一
﨟
是
ヲ
立
。

物
忌
ヨ
リ
外
ニ
ハ
不
二

相
倚
。一
奉
レ

祀
二
十
年
マ
シ
〳
〵
テ

已
後
。
此
御
柱
ヲ
荒ア

ラ

祭マ
ツ
リノ

御
前
ナ
ル
谷タ

ニ
ニ
葬
送
ノ
儀
式
ニ
テ
送
リ
マ
イ
ラ
ス
ル
目メ

テ

出タ
キ

御
神
ノ

事
ナ
リ
。
此
谷
ヲ
ハ
地
極
谷
ト
云
ナ
リ
。
此
事
ヲ
ハ
人
不
レ

知
。

秘
事
云
々
。�

口
伝
聞
書
也（

（3
（

。

�

（
大
神
宮
両
宮
之
御
事
）

　
『
大
神
宮
両
宮
之
御
事
』
で
は
遷
宮
に
よ
っ
て
心
御
柱
を
立
て
替

え
た
後
、
引
き
抜
か
れ
た
古
い
柱
は
荒
祭
宮
の
御
前
に
あ
る
谷
に
葬

送
の
儀
式
に
て
送
ら
れ
る
。
こ
れ
は
め
で
た
い
神
事
で
あ
る
。
こ
の

谷
地
を
地
極
谷
と
い
う
。
こ
の
事
は
他
の
人
々
は
知
ら
な
い
秘
事
で

あ
る（

（3
（

。

　

荒
祭
宮
は
『
中
臣
祓
訓
解
』
で
は
瀬
織
津
比
咩
神
と
し
て
八
十
枉

津
日
神
と
同
神
、
天
照
大
神
の
荒
魂
で
悪
事
を
除
く
神
、
焔
魔
法
王

の
所
化
と
さ
れ
る
。
こ
の
宮
も
ま
た
祓
の
神
な
の
で
あ
る
。
焔
魔
天

を
祭
る
焔
魔
天
供
も
ま
た
死
籍
を
削
り
延
命
を
祈
る
作
法
で
あ
り（

（3
（

、

泰
山
府
君
祭
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
高
宮
は
妙
見
信
仰
と
結

び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
基
底
に
あ
る
も
の
は
荒
祭
宮
と
同

じ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
こ
は
冥
界
と
し
て
よ
り
続
命
の
効
験
を

期
待
す
る
空
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

役
目
を
終
え
た
心
御
柱
の
埋
納
儀
礼
を
「
葬
送
」
と
称
し
、
そ
の

谷
を
地
獄
と
称
し
た
の
は
、
埋
納
と
い
う
行
為
を
人
の
死
に
擬
し
た

に
過
ぎ
ず
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
儀
礼
に
後
付
け
し
た
説
な
の
で
あ
ろ

う
。
と
は
い
え
こ
の
一
文
は
、
神
に
も
比
さ
れ
る
神
聖
な
柱
の
終
焉

に
つ
い
て
、
生
命
の
存
続
に
ま
つ
わ
る
地
に
納
め
ら
れ
る
行
為
を
通

じ
、
再
生
と
復
活
へ
の
期
待
と
し
て
解
釈
し
た
も
の
と
言
え
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
元
応
二
年
の
高
宮
に
お
け
る
神
鏡
紛
失
を
き
っ
か
け
に

展
開
さ
れ
た
神
道
説
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
世
界
観
が
構
築
さ
れ

た
の
か
を
伊
勢
神
道
の
生
命
観
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し
た
。

　

当
時
、
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
様
々
な
世
界
観
が
語
ら
れ
た
が
、
そ

の
ひ
と
つ
に
神
々
を
冥
官
と
し
て
位
置
づ
け
る
『
天
照
大
神
儀
軌
』

と
そ
れ
を
本
説
と
す
る
曼
荼
羅
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
曼
荼
羅
図
と
は
異
な
る
世
界
観
が
高
宮
の
神
鏡
を
め
ぐ
る
も

の
で
、
元
応
二
年
に
高
宮
で
起
こ
っ
た
八
十
一
面
も
の
神
鏡
を
紛
失

す
る
と
い
う
事
件
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
神
道
説
が
展
開
さ
れ
た
。

『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』
に
お
け
る
度
会
常
昌
の
説
に
よ
れ
ば
、
高

宮
の
八
十
一
面
鏡
は
七
曜
・
九
曜
・
二
十
八
宿
・
三
十
六
禽
と
い
っ

た
星
々
に
配
当
さ
れ
、
そ
の
中
心
に
真
経
津
鏡
が
あ
っ
た
。
神
道
説

は
真
経
津
鏡
を
五
大
（
五
臓
神
）
と
い
う
伊
勢
神
道
の
生
命
観
で
捉

え
、
真
経
津
鏡
に
続
命
性
を
帯
び
さ
せ
た
。
高
宮
祭
神
も
ま
た
こ
の

鏡
に
集
約
さ
れ
た
。
高
宮
は
い
わ
ば
続
命
と
い
う
生
命
観
に
彩
ら
れ

た
空
間
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
高
宮
と
結
び
つ
い
た
の
が
度
会
氏
の
妙
見
菩
薩
信
仰
で
あ
り
、

八
十
一
面
鏡
の
あ
る
高
宮
は
度
会
氏
の
信
仰
に
関
わ
る
星
辰
世
界
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
度
会
氏
の
妙
見
菩
薩
信
仰
で
は
須
弥
山
山

頂
の
紫
微
宮
に
い
る
妙
見
尊
星
王
と
星
々
に
つ
い
て
の
説
が
あ
り

『
高
庫
蔵
等
秘
抄
』
に
載
せ
る
が
、
こ
の
説
が
影
響
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
妙
見
信
仰
と
高
宮
を
結
び
つ
け
る
要
因
と
し
て
『
元
応
二
年

高
宮
御
事
』
に
引
か
れ
た
「
七
仏
八
菩
薩
所
説
神
呪
経
」
が
あ
り
、

泰
山
府
君
と
関
わ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
妙
見
菩
薩
に
つ
い
て
の
説
明

（
前
半
）
と
、
一
字
金
輪
・
妙
見
尊
星
・
泰
山
府
君
を
結
び
つ
け
る
説

（
後
半
）
が
登
場
す
る
。
前
半
部
分
は
「
神
呪
経
」
そ
の
も
の
か
ら
の

引
用
で
、
三
宝
院
流
の
成
賢
や
頼
瑜
著
作
で
も
重
視
さ
れ
て
お
り
、

神
道
説
形
成
の
背
景
と
し
て
三
宝
院
流
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る
が
明

確
で
は
な
い
。
後
半
部
分
は
『
高
庫
蔵
等
秘
抄
』
に
載
せ
る
世
界
観

を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
『
元
応
二
年
高
宮
御
事
』

に
お
け
る
高
宮
は
一
字
金
輪
―
妙
見
尊
星
―
泰
山
府
君
の
宮
と
し
て
、

天
上
―
須
弥
山
と
い
っ
た
垂
直
的
世
界
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
高
宮
と
星
々
の
世
界
を
結
び
つ
け
た
も
の
が
泰

山
府
君
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
高
宮
の
事
例
と
類
似
す
る
も
の
に
内
宮
の
荒
祭
宮
が
あ
っ
た
。

常
昌
の
『
大
神
宮
両
宮
之
御
事
』
に
は
宮
前
の
谷
地
を
地
獄
谷
と
す

る
説
が
見
え
る
。
こ
の
宮
は
『
中
臣
祓
訓
解
』
で
は
祓
戸
大
神
で
あ

り
焔
魔
天
の
所
化
で
あ
り
、
冥
官
で
祓
の
神
と
さ
れ
た
高
宮
と
の
類

似
性
が
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
高
宮
や
荒
祭
宮
は
伊
勢
神
道
で
は
冥
界

と
し
て
よ
り
も
生
命
の
存
続
に
関
わ
る
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
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い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
は
生
命
観
を
め
ぐ
る
伊
勢
神
道
の
世
界
観
に
つ
い
て
高
宮
を

中
心
に
検
討
し
た
が
、
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
高
宮
と
密
接
に
関
わ
り
合
う
祓
の
問
題
で
あ
る
。
祓
の
効
験

の
背
後
に
あ
る
も
の
を
生
命
観
の
視
点
で
読
み
解
く
こ
と
は
必
要
な

作
業
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
伊
勢
神
道
書
や
伊
勢
流
祓
本
に
た
び
た
び

登
場
す
る
鎮
魂
祭
の
要
素
を
検
討
の
俎
上
に
の
ぼ
す
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
た
い
。

注
（
1
）　
『
類
聚
神
祇
本
源
』
な
ど
が
編
ま
れ
た
目
的
と
は
、
神
道
書
の

諸
説
を
分
類
整
理
し
、
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
神
学
を
総
合
化
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
伊
藤
聡
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神

話
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
第
Ⅲ
部
第
四
章
「
中
世
に
お

け
る
神
道
説
の
類
聚
」。

（
2
）　

櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
山
喜
房
書

林
、
一
九
六
四
年
）
第
二
編
第
三
章
「
神
道
思
想
の
受
容
」。
曼
荼

羅
世
界
と
し
て
の
伊
勢
神
宮
と
宗
教
実
践
に
つ
い
て
は
伊
藤
聡
の
著

書
に
詳
し
い
。
内
外
両
宮
と
別
宮
の
神
々
は
胎
金
大
日
如
来
と
そ
の

他
の
諸
尊
に
ほ
か
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
伊
藤
聡
は
指
摘

し
て
い
る
。
伊
藤
聡
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』（
法
藏

館
、
二
〇
一
一
年
）
第
三
部
第
二
章
「
伊
勢
灌
頂
の
世
界
―
変
容
す

る
神
観
念
―
」、
同
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
第
Ⅲ
部
第
一
章

「
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
」、
第
三
章
「
幻
視
さ
れ
る
始
源
―
中
世

神
道
書
に
お
け
る
天
地
創
成
説
―
」。

（
3
）　

伊
藤
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
第
Ⅲ
部
第
一
章
「
神
道
の

形
成
と
中
世
神
話
」。

（
4
）　

内
在
す
る
神
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
谷
省
吾
「
心
は
神
明
の

舎
」（
谷
省
吾
『
祭
祀
と
思
想
―
神
道
の
祈
り
―
』
国
書
刊
行

会
、
一
九
八
五
年
）。
伊
藤
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
五

〇
二
～
五
〇
四
頁
、
伊
藤
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
第
Ⅲ
部

第
一
章
「
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
」。

（
5
）　

山
本
ひ
ろ
子
「
迷
宮
と
し
て
の
伊
勢
神
宮
―
調
書
・
高
宮
神
鏡

紛
失
事
件
―
」（『
思
想
』
八
四
四
号
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）。
伊

藤
聡
解
題
（『
伊
勢
神
道
集
』
真
福
寺
善
本
叢
刊
、
臨
川
書
店
、
二

〇
〇
五
年
所
収
）。

（
6
）　
『
沙
石
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
、
小
学
館
、
二
〇

〇
一
年
）「
巻
第
一
ノ
二 

解
脱
房
の
上
人
の
参
宮
の
事
」。
伊
藤

『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
二
八
六
～
二
八
九
頁
、
三
一
一
～

三
一
七
頁
。

（
7
）　

伊
藤
解
題
（『
伊
勢
神
道
集
』
所
収
）。

（
8
）　

高
橋
美
由
紀
は
神
道
五
部
書
と
道
家
思
想
の
関
わ
り
を
検
討
す

る
中
で
、『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』
の
当
該
箇
所
が
『
河

上
公
注
老
子
』
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
高
橋

『
伊
勢
神
道
の
成
立
と
展
開
』（
大
明
堂
、
一
九
九
四
年
）
三
四
～
三
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五
頁
（
増
補
版
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
年
）。
ま
た
五
行
の
気

が
身
体
を
流
動
す
る
こ
と
で
五
臓
神
と
な
る
説
は
、
石
田
秀
実

『
気
・
流
れ
る
身
体
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
第
三
章
「
集

合
と
し
て
の
自
己
」
を
参
照
。

（
9
）　
『
伊
勢
神
道
集
』
六
八
四
～
六
八
六
頁
。

（
10
）　

同
前
、
七
〇
九
頁
。

（
11
）　

真
経
津
鏡
の
訓
に
つ
い
て
は
資
料
に
よ
っ
て
「
あ
め
の
み
た

ま
」
や
「
あ
め
の
ま
じ
わ
り
」
と
様
々
で
あ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
的

に
「
ま
す
み
の
か
が
み
」
で
統
一
す
る
。

（
12
）　

山
本
「
迷
宮
と
し
て
の
伊
勢
神
宮
」。

（
13
）　
『
伊
勢
神
道
集
』
六
九
三
頁
。

（
14
）　

同
前
、
六
九
三
～
六
九
四
頁
。

（
15
）　

同
前
、
六
九
〇
頁
。

（
16
）　
「
気イ

フ
キ
ト
ノ
ヌ
シ
申
カ
ミ

吹
戸
主
神
〈
伊
弉
那
諾
ノ
尊
所
化
ノ
神
、
名
二

神
直
日
神
一

也
、
豊
受
ノ
宮
荒ア

ラ

魂
ミ
サ
ヽ
キ

、ヲ

号
二

多
賀
宮
ト

一、
以
テ

二

善
悪
不
二
之
心

智
ヲ

一、
諸
事
垂
ル

二
広
大
慈
悲
ヲ

一
給
、
聞
コ
ト
ヲ
直タ

ヽ
シ、

見ミ
タ

直ヽ
シ

給
神
也
、

高
山
天
子
ハ
大
山
府
君
ノ
所
化
也
、〉」（『
神
道
大
系 

古
典
註
釈
編
八 

中
臣
祓
註
釈
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
、
一
二
頁
）。
多

賀
宮
（
高
宮
）
を
泰
山
府
君
と
す
る
説
は
『
天
照
大
神
儀
軌
』
に
見

え
る
こ
と
か
ら
、
早
い
段
階
の
両
部
神
道
書
に
お
い
て
成
立
し
て
い

た
神
道
説
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
先
に
挙
げ
た
『
氏
経
卿
記

録
』
は
伊
勢
流
の
祓
本
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
祓
戸
大
神
と
し
て

の
高
宮
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
勢
流
祓
に
お
い
て
高
宮
は
中

心
的
な
場
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
17
）　
『
伊
勢
神
道
集
』
七
〇
九
頁
。

（
18
）　

度
会
氏
の
山
宮
祭
や
妙
見
菩
薩
信
仰
に
つ
い
て
は
、
山
本
ひ
ろ

子
「
心
御
柱
と
中
世
的
世
界
」（
五
）
～
（
一
二
）（『
春
秋
』
三
〇

六
～
三
一
五
号
、
一
九
八
九
年
二
・
三
月
～
一
九
九
〇
年
一
月
）
を

参
照
。

（
19
）　

伊
藤
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
二
九
一
頁
。

（
20
）　
『
両
部
神
道
集
』（
真
福
寺
善
本
叢
刊
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九

年
）
三
七
三
頁
。

（
21
）　

斎
藤
英
喜
『
陰
陽
道
の
神
々
』（
思
文
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
八

三
頁
。

（
22
）　

同
前
、
八
〇
頁
、
八
六
頁
。
速
水
侑
『
平
安
貴
族
社
会
と
仏

教
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
二
五
二
～
二
五
三
頁
。

（
23
）　
『
伊
勢
神
道
集
』
七
〇
九
頁
。

（
24
）　

同
前
、
七
一
一
頁
。

（
25
）　

増
尾
伸
一
郎
「〈
天
罡
〉
呪
符
の
成
立
―
日
本
古
代
に
お
け
る

北
辰
・
北
斗
信
仰
の
受
容
過
程
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
村
山
修
一
ほ
か

編
『
陰
陽
道
叢
書
四 

特
論
』
名
著
出
版
、
一
九
九
三
年
）。
小
野
玄

妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
四
巻
（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
三

年
）
三
四
〇
～
三
四
一
頁
。

（
26
）　

度
会
氏
の
妙
見
信
仰
を
三
宝
院
流
と
の
関
係
で
み
た
場
合
、
法

楽
舎
建
立
の
頃
ま
で
遡
る
。
度
会
氏
の
中
世
山
宮
祭
は
祖
先
信
仰
の

場
で
あ
る
と
同
時
に
氏
族
信
仰
た
る
妙
見
信
仰
の
場
で
も
あ
っ
た
。
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79　中世外宮の世界観

そ
の
次
第
を
記
し
た
『
山
宮
儀
式
』
を
み
る
と
、
弘
安
二
年
（
一
二

七
九
）
の
山
宮
祭
の
雨
儀
に
法
楽
舎
で
祭
儀
が
行
わ
れ
て
お
り
、
法

楽
舎
は
常
明
寺
と
と
も
に
山
宮
祭
に
関
与
し
て
い
た
。
当
時
の
法
楽

舎
は
世
義
寺
内
に
あ
っ
た
。
三
宝
院
流
憲
深
の
弟
子
で
あ
る
通
海
が

法
楽
舎
を
建
立
し
た
の
が
弘
安
二
年
。
通
海
が
憲
深
よ
り
灌
頂
を
受

け
て
、
三
宝
院
流
の
印
可
を
得
た
の
は
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）、

そ
の
後
伊
勢
に
帰
り
棚
橋
に
あ
る
法
楽
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
通
海

の
死
後
、
法
楽
寺
は
三
宝
院
に
属
す
る
。
た
だ
し
『
山
宮
作
法
河
内

祓
』
に
は
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
の
用
状
が
あ
り
、
度
会
氏
の
妙

見
信
仰
は
そ
れ
以
前
に
は
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。『
山
宮

儀
式
』『
山
宮
作
法
河
内
祓
』
と
も
に
神
宮
文
庫
所
蔵
。
ま
た
山
本

ひ
ろ
子
に
よ
る
翻
刻
あ
り
。
山
本
「
心
御
柱
と
中
世
的
世
界
」（
五
）

～
（
一
二
）。

（
27
）　

伊
藤
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
第
五
部
第
四
章
「
伊
勢

神
宮
に
お
け
る
西
大
寺
流
の
動
向
―
特
に
円
明
寺
覚
乗
を
中
心
と
し

て
―
」（
六
三
〇
頁
）。
門
屋
温
「
両
部
神
道
試
論
―
『
鼻
帰
書
』
の

成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
一
〇
号
、
一
九
九

三
年
）。

（
28
）　

伊
勢
神
宮
を
め
ぐ
っ
て
は
三
宝
院
流
の
道
順
―
治
部
律
師
―
度

会
常
昌
、
道
順
―
智
円
―
覚
乗
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
伊
藤
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
第
五
部
第
四
章

「
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
西
大
寺
流
の
動
向
―
特
に
円
明
寺
覚
乗
を
中

心
と
し
て
―
」。

（
29
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
八
巻
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行

会
、
一
九
七
一
年
）
六
八
一
頁
。

（
30
）　

頼
瑜
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）、
中
観
上
人
真
空
よ
り
広
沢

流
の
具
支
灌
頂
を
受
け
、
醍
醐
寺
報
恩
院
の
憲
深
の
も
と
に
入
寺
、

弘
長
二
年
に
は
『
薄
草
子
』
の
伝
授
を
受
け
る
。
本
書
は
遍
智
院
成

賢
が
修
法
ご
と
に
印
言
・
次
第
を
記
し
た
「
折
紙
」
を
綴
っ
た
も
の

で
、
こ
れ
を
も
と
に
頼
瑜
が
私
見
を
加
え
問
答
形
式
で
叙
述
し
た
の

が
『
薄
草
子
口
決
』
で
あ
る
。
ま
た
憲
深
か
ら
『
秘
鈔
』
等
の
伝
授

が
な
さ
れ
、
頼
瑜
の
手
で
『
秘
鈔
問
答
』
等
が
撰
述
さ
れ
て
い
る
。

永
村
眞
「
頼
瑜
法
印
と
醍
醐
寺
」（
智
山
勧
学
会
『
中
世
の
仏
教
―

頼
瑜
僧
正
を
中
心
と
し
て
―
』
青
史
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
31
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
（
一
九
六
九
年
）
二
七
八
頁
。

（
32
）　

牟
禮
仁
『
大
嘗
・
遷
宮
と
聖
な
る
も
の
』（
皇
學
館
大
学
出
版

部
、
一
九
九
九
年
）
三
二
一
頁
。
坂
本
正
仁
「
高
野
山
大
伝
法
院
を

め
ぐ
る
史
料
に
つ
い
て
」（『
興
教
大
師
覚
鑁
研
究
』
春
秋
社
、
一
九

九
二
年
）。

（
33
）　
『
度
会
神
道
大
成 

前
篇
』（
増
補
大
神
宮
叢
書
一
七
、
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
四
七
〇
～
四
七
一
頁
。
な
お
、
当
該
資
料
は

醍
醐
寺
所
蔵
の
高
野
山
大
伝
法
院
資
料
の
中
の
『
感
語
抄
神
道
口

決
』
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
牟
禮
仁
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
か
な
り
の
部
分
が
『
大
神
宮
両
宮
之
御
事
』
と
共
通
す
る
が
、

そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
牟
禮
『
大
嘗
・
遷
宮
と

聖
な
る
も
の
』
三
二
一
頁
註（
3
）。
坂
本
「
高
野
山
大
伝
法
院
を
め
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ぐ
る
史
料
に
つ
い
て
」。

（
34
）　

葬
送
の
儀
式
で
地
獄
谷
に
送
る
と
は
如
何
な
る
方
法
で
あ
ろ
う

か
。
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
度
会
常
昌
の
時
代
は
『
文

保
記
』
が
示
す
よ
う
に
葬
礼
が
多
様
化
し
僧
侶
な
ど
役
割
が
分
化
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
そ
の
よ
う
な
葬
送
儀
礼
を
行
っ
た
と

も
考
え
難
い
。
こ
こ
で
は
心
御
柱
を
谷
地
に
埋
納
す
る
行
為
を
、
死

者
を
土
中
に
埋
葬
す
る
と
い
う
行
為
に
類
す
る
こ
と
と
し
て
「
葬
送

の
儀
式
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
と
理
解
し
た
い
。
伊
原
今
朝
男

「
中
世
に
お
け
る
触
穢
と
精
進
法
を
め
ぐ
る
天
皇
と
民
衆
知
」（『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
五
七
集
、
二
〇
一
〇
年
三

月
）。

（
35
）　

斎
藤
『
陰
陽
道
の
神
々
』
七
一
～
七
二
頁
。

�
（
東
北
大
学
大
学
院
）
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